
令和年５度 入学式 式辞 

 

 例年より桜の開花が早く、散り際になりましたが、208 名の希望に満ちた新入生の皆さんとの出会いを

本当に楽しみにしていました。改めて、新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。 

また、保護者の皆様におかれましても、お子様のご入学、本当におめでとうございます。本日より、大

切なお子様をお預かりし、本校での生活がスタートします。１８歳成人となった今、これまで以上に、こ

の大人と子どもの狭間にいる３年間がとても大切な期間になります。それには、私たち教職員と保護者の

皆様との関わりがとても大切になります。些細な事でも構いませんので、何でもご相談ください。一緒に

お子様の成長を育んでいければ、と考えております。何卒、ご理解・ご協力を宜しくお願いいたします。 

 

 さて、新入生の皆さん、我慢の連続であったコロナ禍がもうすぐ開けようとしています。コロナで亡く

なられた方や現在でも後遺症で悩まれている方もいらっしゃいますので、まだまだ油断は出来ませんが、

『ウィズコロナ』のスタートです。早く『アフターコロナ』になって欲しいですが、もう少し時間が掛か

ると思います。 

そんな時代に青春時代を過ごしている皆さんですが、生活習慣が大きく変わりました。学校においても

然りです。その 1 つが、1 人１台、端末（デバイス）を持つようになったことです。 

本校でも、試行錯誤しながらですが、個人の端末（デバイス）を使用し、時代に遅れないようにしてい

ます。しかし、生まれた時からインターネットのある生活環境で育った皆さんにはどのように見えている

のでしょうか？ 

 確かに対面ではないリモート授業は『感染予防』『学びを止めない』ことに関しては良かったと思います

し、私たち教職員もそれに対しての指導力やデバイスの操作技術が身に付きました。学力もそれほどまで

は落ち込みませんでした。いや逆に、本校では伸びました。 

そのように、良かった点は多々ありますが、光の部分が強くなれば、影の部分も大きく暗くなるように、

学校の問題行動のほとんどがスマホ関連になりました。手元にある小さなスマホが全世界と繋がっていて、

クリック一つで大きな問題になることも日々のニュースから伝わってきます。学校内においては、このス

マホを通してやりとりをするコミュニケーションの問題が後を絶たなくなりました。元々、人間関係に悩

む年代ではありますが、コロナ禍でより加速したように感じます。しかも、この問題は、間接的に悪口を

言うことや匿名での投稿が原因となっています。嫌な気持ちは、目の前にいない人たちへの感情になりま

した。 

人は何故、陰口をたたくのでしょうか？また、何故、人の悪口を間接的に伝えるのでしょうか？ 

「〇〇さんが悪口言っていたよ」と。 

この議論はさておいて、私が皆さんに伝えたいことは、コミュニケーションで大切なのは、ラインやイ

ンスタだけではなく、やはり対人で直接目を見て、その人と向き合って話をする、ということです。コロ

ナ禍で、『当たり前が当たり前で無くなった』とよく言われましたが、これも忘れかけているように思いま

す。コミュニケーションは、顔の表情・全身の雰囲気を察して、目の前の人が何を言わんとしているのか

を考えることです。 

実は、学校のテストも同じことが言えます。出題者、つまり先生がどのような意図を持って、問題を作

っているのかを考えることが大切です。察することです。そして、本校において、年５回の定期テストは、

出題者つまり先生との真剣勝負の場になります。そういう風にして、コミュニケーション能力も、少しず

つ醸造されていきます。 

  



 

覚えていて欲しいのは、いつの時代も、人と関わるということは、摩擦が起こり、問題がおこるという

ことです。しかし、訓練して改善していくことも出来ます。それをこの３年間で学んで欲しいと考えてい

ます。 

もう一つ心配していることがあります。子どもたちがマスクを取れるのかという問題です。人との関わ

りを少なくするために必要であったマスクが、感情を隠すのに最適であったことも事実です。急に付けて

も外しても良いと言われても、多感な中学校時代に、マスクで過ごした皆さんには、外すことに抵抗感を

感じるかも知れません。学校では、リハビリを兼ねて少しずつですが、はずす機会が増えてきます。無理

をせず、ＴＰＯを踏まえた新しい生活様式のスタートと考え、少しずつ慣らしていきましょう。ゆっくり

と大きな呼吸を心掛け、呼吸を整えることを意識すると良いと思います。 

 

 最後に本校の歴史と校歌について触れ、お祝いの言葉とします。 

本校は１８９９年、明治三十二年、長南町で産声を上げました。この茂原本納の地に学校を構えたのは１

９８７年、昭和六十二年になります。家政科を含め全生徒の移動完了したのが１９９４年、平成六年のこ

とです。その時、校名を現在の茂原北陵高等学校と命名しました。今から、29 年前のことです。北は茂原

市の「北」を意味し、「陵」は大きな丘、よじのぼる、越えるなどの意味があり、陵に雲をつけた「陵雲」

は雲をしのぐ、勇気盛んなことを言います。よく知られる「青雲の志」とほぼ同じで、若い時代に大きな

志をもって互いに切磋琢磨する、という意味に使われます。これからの時代を、たくましく生き抜いてい

く人生の基礎作りをするという願いが込められています。 

次に校歌ですが、本校の校歌はリズムとテンポが良く、私も大好きな校歌です。 

その中でも、歌詞にある【希望みなぎる若人の 抱きし大志を 君知るや】【未来を築く若人の 熱き血

潮は たぎりたつ】【夢は煌めく若人の 瞳に宿る 理智と正義】と各真ん中のフレーズが頭から離れませ

ん。皆さんも北陵高校が百周年を迎えた 23 年前に作られた歌詞の意味を感じながら、過ごしてもらいたい

ものです。ちなみに作詞をした先生は今も在職しております。それも本校の良いところだと思います。早

く覚えて、大声で歌える日がくるのを楽しみにしております。 

さあ、希望に満ちた高校時代のスタートです。新しい出会いの中で、新しい自分を発見し、強い免疫力

をこの高校時代に身に付けて下さい。予測が困難な時代と言われていますが裏を返せば、可能性が無限に

あるとも言えます。 

コロナ禍で過ごした 3 年間を無駄にしないように、思う存分高校時代を楽しんでください。 

人と関わることを恐れないでください。 

ストレスを恐れないでください 

失敗を恐れずに、たくさんのことに挑戦してください。 

皆さんのこれからの高校生活が素晴らしいものとなり、大きな成長に繋がることを期待し、保護者の皆

様にもお祝い申し上げ、私の式辞といたします。 

 

令和５年４月 7 日 

茂原北陵高等学校 

校長 永野 卓 

本日は本当におめでとうございます。 

 


